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『ア メ リカの悲劇 』(・4nAmericanTragedy,1925)の根 底 にあ る基本
的姿勢 の一つ は,環 境 や運命等 の外的要 因に よって変 わ ってい く人 間の
諸相 を描 くこ とにあ る。そ して ドライサ ー(TheodoreDreiser,1871-
1945)は,家 族を始め として,生 涯 の内に出会 う様hな 人 々を もそ の外
的要 因 に加 えてい る。実在 の社 会的事件 をモデルに しなが らも,主 人公
クライ ド・グ リフ ィス(ClydeGriffiths)の 家族 や彼が 出会 う女性や 仲間
等 は,多 くの場合 ドラ イサ ー 自身 の体験 か ら設定 され てい る。そ のため
に,『 アメ リカの悲劇』の中 に表わ された クラ イ ドの姿 に は,ド ライサ ー
自身 の人生 が色濃 く投影 されてい るのであ る。
ドライサー の人間観 には,両 親 の他に兄弟や姉達,特 に姉達 が及 ぼ し
た影響 が強 い。彼 の姉達 は男 に誘惑 されて駈 け落 ちを した り,私 生児 を
生 んだ りして,一 人 として平凡 で幸 福な生活 を送 った者 は なか った。 た
とえば,長 姉 の メイム(Mame)が スキャンダルを起 こした とき,「 ……
ドライサ ーは まだ10才 だ ったが,姉 の出来事 は消す ことので きない印を
彼に残 した のであ る。」(AlthoughDreiserwasnotyettenyearsold.・
.,hissister・sexperienceleftanindeliblemark.)1こうした事実 は,
『アメ リカの悲劇』 において クラ イ ドが接す る女性 に反 映 され てい る。
クラ イ ドが 心 を奪 わ れ る女 性 は,ホ ーテ ンス(Hortense),ロ バ ータ
(Roberta),そ して ソン ドラ(Sondra)で あ るが,こ の三女性 には,愛
らしさ,美,上 品 さ,と い う共通 の要素があ る。 自分の姉達 の内に は見
出せ ないた め に,ド ライサ ーが常 に憧れてい た女性 の愛 らしさ,美,上
品 さが こうした形 で表 現 され たのだ ろ う。又,彼 が女性 をす ぐに性 の対 象
として見る事 には,矢 張 り彼 の姉達 の影響 を うかがい知 る ことがで きる。
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さて,ク ライ ドが特に魅惑 される女性は,男 性の側から見れば 「きび
しさ」(hardness)2を 備 えた女性である。まず クライドが最初に夢中に
なる女性,ホ ーテンスがこのタイプである。彼女と付き合 うことにより,
彼は愛情にも物質が必要だとい うことを思い知 らされ る。 こうして,し
ばらくの間,「きびしさ」に接 していた彼は,無 意識の うちに 「やさしさ」
(softness)3を 求めるようになっている。そして,そ れを後に出会 うロ
パータの中に見出すのである。 しかし,偶 然に上流階級の子女 ソンドラ
に会 うことで,ク ライ ドの物質欲そ して富や上流階級への憧れが再び頭
をもたげ,強 迫観念と化 してい くのである。
ここで,ク ライ ドの性格を分析してみると,次 のような特徴があるこ
とがわかる。感激性で,感 受性が強い。想像力,空 想力が発達 していて
夢想に陥 り易い。自尊心が強い。利己的で自己中心的。意志薄弱で思考
力に欠ける。勇気がなく,精 神的臆病。異性や歓楽への憧れが強い・優
柔不断。 したが って,こ うした性格のクライ ドは,ホ ーテ ンスに50ド ル
渡すか,姉 のエスタ(Esta)を 救 うかとい うことに始 まって,事 ある毎
に様 々なジレンマに悩まされる。そ して,彼 が良 しとして判断して選ぶ
ことは,実 は運命のメカニズムの必然的な結果なのであ り,皮 肉にもそ
の究極は死につながっているのである。
ドライサーは,人 間を原子の組み合わさったものと考えた。原子は広
い意味では家族や家庭環境を指し,狭 い意味では性格を指 している。 こ
うして原子の組み合わせによって決定された人間は,今 度は、出会った
り、接 した りする人々や投げ込まれる環境によって,次 々に原子変化を
生 じながら人生を過ごしていくのである。 この作品においても,ド ライ
サーは,人 間がこの宇宙におけるあらゆるものに支配されてしまう哀れ
な原子的存在であるとい うことを描 き出そ うとしたのであ る。伝道 とい
う,わ ずかな収入にしかならない両親の仕事のおかげで惨めな思いをさ
せ られていたクライ ドは,同年代の少年達のように素晴 らしい服装をし,
きれいな女性を乗せて車を乗 り回してみたいと秘かに思 うようになり,
漠然 と家出を考 え始めるのであるが,こ れが,夢 の始 まり,富 への憧れ
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の始 ま りであ る。グ リーン ・デ イヴ ィ ドソン ・ホテル(Green-Davidson
Hotel)に 勤 め始めた とき,ホ テルは クライ ドに とって,
KindHeaven!Whatarealizationofparadise!
WhataconsummationofluxuryIa
として表 現 され る所で あ る。 彼 はそれ までそ うした世界 を まった く知 ら
なか ったので,少 な くともこの時点 では夢 が実 現 した と思 う。ところが,
しば らく働 き,ホ テル に出入 りす る金や地位 のある人hを 見 るうち,「 あ
れ(ホ テルの仕事)は,あ ま りに も野心 に燃 えてい る僕 の よ うな青年 に
はあ ま り向かない……」(It's[Thehotelbusinessis]notsoverygood
forayoungmanlikeme‐toohigh-flying....)5とい う気持 ちを抱
くよ うになる。 彼は,今 まで知 らなか った世界 を知 った がために,欲 望
に 目覚め,は っき りと成功 を意識 す るよ うにな ってい く。 この成功 にた
いす る意 識 は,偶 然 に 勤 め る こ とに な るユ ニオ ン ・リーグ ・ク ラブ
(UnionLeagueClub)では,「 いつ の 日か成功す るだ ろ う,た とえ大 き
な成 功で な くて も,少 な くと も今 まで よ りは は るか にず っと。」(some
dayhemightsucceed,ifnotgreatly,atleastmuchbetterthanhehad
thusfar.)6と い う確信 にまで高め られ る。
そ の後,叔 父サ ミュエ ル(Samuel)の 経 営 す る ラ イカー ガス(Ly-
curgus)の 工場 で働 くよ うにな り,上 流社会 に属す るサ ミュエルー家 に
接す るこ とに なる。更 に,工 場で は,自 分 が社 長の身 内 とい う違 った 目
で見 られ てい ることを知 り,彼 の心 には機会 を利用 しよ うとい う決意 が
生 じる。少年 の頃は夢 に過 ぎなか った富や成 功が,今 や,決 心 とい う決
定 的 な もの に変 貌 して い くの で あ る。 ま た,リ チ ャー ド・リーハ ン
(RichardLehan)が 述べ ている よ うに 「クライ ドが場面 か ら場面へ と
移 ってい くにつれて,彼 の世界 は次第 に大 き くな り,よ り洗 練 され,よ
りぜ いた くにな ってい く。そ して舞台が高級 にな るにつれ,ク ライ ドの
野心 は,彼 が見 る ものす べ てに直接比 例 して広が ってい くのであ る。」
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(AsClydemovesfromscenetoscene,hisworldgetslarger,more
refined,andmoreluxurious.Andasthesceneheightens,Clyde's
apPetiteexpandsindirectproportiontoallthathesees.)7
富 や成功 への クライ ドの憧 れは,ソ ン ドラとの出会 いに よって,尽 き
る ことのない炎の よ うに燃焼 し続 ける。彼女 との仲 が深 まる につれて「こ
の よ うな若 さと美 と富,そ れ 以外 にい ったい重 要 な もの が あ るだ ろ う
か。」(Youth,beauty,wealthsuchasthis-whatwoulditnotmean
P)8と い う考 えだ けが脳裏 を駆 け巡 り,一 種 の強迫観念 となる。それは
ロバー タ との事 件を誘発 したばか りで な く,彼 を盲 目に して しま う。拘
置 され て もなお,成 功の夢 と結 び付 いた ソン ドラにたいす る 「恐 ろ しい
ほ どの情熱」(dreadfulfever)9は 消 えるこ とが なか った のであ る。彼
が この世 の中で最 も望 ま しい と思 っていた成 功の夢 が,は か な く,身 の
程知 らぬ ものだ った と初め て悟 るの は,よ うや く死刑 の宣 告 が下 る数 ケ
月前で,そ れ も,当 の ソン ドラか らの訣別 の手紙を受 け取 った時 であ っ
た。 一つ の ささやか な望み,い や,は か ない幻の よ うな夢 に過 ぎなか っ
た もの が,周 囲 の状況次第 で この よ うな抑 え よ うの ない欲 望 とな り果 て
てい く過程 が見事 に描 かれ てい るので ある。 偶然の作用 の恐 ろ しさ とと
もに,人 間 と情熱 との虚 しい営 為 に思 いを馳 せず にはいられ ない。
富 や成 功への夢 に取 りつ かれた一人 の若者 を通 して,ド ライサ ーは,
その夢 いわ ゆ るアメ リカン ・ドリーム(AmericanDrearn)を鋭 く描 き
出 した の で あ る。彼 自身,少 年 時 代 に,ホ レイ シ ョー ・ア ル ジ ャー
(HoratioAlger,1834-1899)の 成 功物 語を読み,富 や ロマ ンスが貧 困や
困苦 か らか け離れた夢 の世界 だ と信 じていた。 そのため,彼 も早 くか ら
成功へ の夢 を胸 に秘めて いたのであ る。 だが,現 実の金持 ち に対す る彼
の感情 は憧れ とは裏腹で ある ことにも注 目しなけれ ばならない。第3部
の中で検 事 のメイ ソン(Mason)が 富裕 な人 間達 に抱 く感 情 に象徴 され
てい るのだが,「 あ さましい金持 ち ども」(Thewretchedrich!)10等,
金持ち を批 判す る言葉 も この作 品 には多 い。 クライ ドを,富 や成功の夢
に取 りつ かれ る人間 に設定 した ことは,ド ラ イサ ーの評論 集 『ヘ イ,ラ
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ブ ・ア ・ダ ブ ・ダブ』(HeyRub-A-Dub-Dub,1920)の中 に収 め られた
エ ッセ イ,「 人生 と芸 術 とア メ リカ」("Life,ArtandAmerica")に表 わ
された彼 の考 え,
AndalthoughbydegreestheaverageAmericanfeelingmoreand
morekeenlythesharpeningstruggleforexistence,yethisfaithin
hisimpossibleidealsisasfreshasever;ii
を裏付 け るものであ るが,一 方金持階級 の描 き方 に は彼 の晩年 の考 え方,
「物 質 的 成 功 は,も は や,人 生 に お け る成 功 と同 意 語 で は な い。」
(Materialsuccessisnolongerasynonymforsuccessinlife.)12が反
映 されてい る。この よ うに,『 アメ リカの悲劇』において,ド ライサ ーは,
物 質主義,個 人主 義の 国ア メ リカで 出世す るた った一つ の方法 は,仲 間
を さえ犠牲 にす ることであ るとい う社会 の実態 を痛烈 に訴 えなが ら,同
時に富や地位 は必ず しも人間の幸福 にはつなが らず,人 生 の成功 を意 味
す るもので は ない とい うことを示 したのである。
2
幼少 の頃 か ら富や成功 に憧れ,家 庭か ら脱出す る機 会を狙 っていた ド
ライサーは,兄 に案 内 され,始 めて都会に触れた とき,そ れ に魅了 され
た ばか りで な く,人 生 と社会 にたいす る目を開か され た。『アメ リカの悲
劇』で,ク ライ ドが都会 を 「啓示的 な閃光」(arevealingflash)13と し
て受 け止め るのは,こ の作 者の体験 か ら来 てい る。
クライ ドが初 めて経 験 し,世 界にたいす る 目を開か され た都会は,キ ャ
ンザス ・シテ ィ(KansasCity)で あ った。この キ ャンザ ス ・シテ ィはそ
の立 地条件,地 理 的条 件,都 市形態 か ら考察す る と,シ カ ゴ(Chicago)
を意 識 して設 定 された ものの ように思われ る。 シカ ゴは ドライサ ーと深
い関わ りのあ る町 なのであ る。 ドライサ ーが,20代 の初め に実際に見た
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都会 が シ カゴで あった。彼 は シカゴの魅力 に とりつかれ,そ の印象 を,
彼の 自伝 『自己を語 る』(ABookAboutMyself,1922)の中 に表わ してい
る。そ れ に よれ ば,彼 の 目に映 った シカゴは,ア メ リカ中 の どの都市 に
も勝 るmの 都市 であ り,今 まで見 た 中で最 も魅力的 な都市 だ った。 彼
は,シ カゴで実際 に生活 し,貧 困や孤独や 敗北感を味わ うこ とにな った
が,一 方 で はジ ャーナ リズ ムの世界 に足を踏み 入れ ることに よって後 の
成功へ の道が 開けた。
この よ うに,敗 北感 と成功 の両方 を都 会におい て体験 した ことは,彼
の都 会観 を決定 づける もの とな った。 ドライサ ーは,こ の ような体験か
ら生 まれた と考 え られ る都会観 を,グ リーン ・デ イヴィ ドソン ・ホテル
の クラ イ ドの同僚,ヘ グラン ド(Hegglund)の 自己流 の解釈 とい う形 で,
次の よ うに記 してい る。rキ ャンザス ・シテ ィ(=シ カゴe都 会)は 上手
に暮 らす方法 を知 っていれ ば,素 晴 らしい生活の場所 であ る・」(Kansas
Cityw。,afin・placet・b・ify・ukn・wh・wt・liv・.)14これ は ドライ
サーの都会 にた いす る考 え方 であ る ことはい うまで もないが,ま さに,
現代 世 界にお ける普遍的 な都会 の定義 その ものであ る とい って よいだ ろ
う。
さて,ク ラ イ ドが接す る都会(ま たは都会 を象徴す るもの)は,高 い
壁や塀 に囲まれている。 この 「壁」 や 「塀」 の外 にい る うちは何 も起 こ
らない が,ひ とた びそれ らの 内側 に クライ ドが足 を踏み入れ ると,必 ず
何か が起 こる。「あ るアメ リカの都会 の商業 の中心地 の高い壁」(thetalI
wallsofthecommercialheartofanAmericancity)15の中で はひ き逃
げ事件 が,「(グ リフィス工場 の)建 物 の高 くて赤 い壁」(thehighred
wallsofthebuilding)16の中で は ロ・ミー タ との 出会 いが,「 高 い練 鉄の
塀」(thehighwrought-ironfence)17の中で は ソン ドラとの恋 や湖の事
件 が起 こ り,「 オ ーバ ーンの灰色で拘 束す る壁」(thegrayandres-
trainingwallsofAuburn)18と「頑 丈 な,白 いペ ンキを塗 った壁」(hard,
white-paintedwalls)19の 中で は死刑 が行なわれ る。
これ らの こ とは,つ まる ところ,ク ラ イ ドが都 会 には不 適者 だ とい う
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ことを示 唆す るもので あろ う。 とすれ ば,ク ライ ドの性 格 な り,環 境 な
り,彼 に関連 す る全て のものの逆を辿れ ば,都 会にお け る適者 とは何か,
都会 は どの よ うな所 なのか とい う答 えが導 け るはず であ る。 クラ イ ドの
辿 ってきた人生 に よって表 わ され る イメージによれ ぽ,都 会 は磁 石的 な
誘 引力を持 ち,悲 劇 を生む所 であ り,眠 ってい る人 の 目を開 かせ,心 理
状態 を具 体化 し,自 己の本質 を悟 らせ る所であ る。 そ して,重 要 な こと
は,そ こで は適者生存 の原理 が適用 され,支 配的 であ る とい うこ とだ。
ドライサ ーは人間が都会 で生 きる方法 をこの作品で示 してい るが,自
己の経 験 と絡 み合 って生 まれた彼の都会観 は,リ ーハ ンの述べた次 の言
葉 に集約 され るよ うに思わ れ る。
LikesomanyofDreiser'scharacters,healsobelievedthathecould
realizethisessentialselfonlyinthecity.2Q
Thecitywasthevortexwithinwhichhecouldbestrealizehis
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essentialself.
す なわ ち,ド ライサ ーに とって,都 会は 自己の本質 を認 識す る所 だ っ
たの であ る。華や かな外観 の都 会は,実 は,彼 に とって 自己鍛 練の場 に
ほか な らなか った。
『ア メ リカの悲劇 』の中 に表わ された ドラ イサ ーの思 想を,こ れ まで
の ことか ら総合すれ ば,そ の思 想は,人 間 と社会 とい う二 つの もの に大
き く絞 られ る ように思われ る。 ドラィサ ーは,世 間が 弱者 を受 けつ けな
いの は,そ の 弱者 の不 利 な条件 や,そ れ らを克服 で きない とい う運の た
め なのであ る と考 えてい るのであ るが,主 人公 の クラ イ ドか ら引 き出 さ
れ る ドライサ ーの思想 を吟味 してみ ると,ド ライサ ーの作家 として の 目
的 人間の運 命を支 配 し,決 定す るさま ざまな力 を示 す こと が十
分 に達 成 され てい るこ とが理 解で きよ う。 ドラィサ ーは,貧 しくて野心
に燃 えた クラ イ ドと,成 り上 が りで裕福 にな った サ ミュエ ルー家が両方
ともそ れぞれ の立 場で ア メ リカの夢 を追 う姿 を描 くことに よって,い か
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に彼 らが堕落 して しま うかを示 した。つ ま り,ア メ リカン ・ ドリームの
裏 に潜 む暗黒す なわ ちア メ リカの悲劇 を貧富 の両 面か ら描 き尽 くした の
であ り,こ れ は この作品 の題 名が意味す るもの で もある。 この ことは,
彼の次 の よ うな言 葉に も表わ され てい る。
TometheaverageorsomewhatstandardisedAmericanisanodd,
irregularlydevelopedsoul,wiseandevenforwardinmattersof
mechanics,organisationsandanythingthatrelatestotechnical
skillinconnectionwithmaterialthings,butabsolutelydevoidof
truespiritualinsight,...andconfusedbyandmentallylostinor
overcomebythemultiplicityofthepurelymaterialandinarticu-
latedetailsbywhichhefindshimselfsurrounded.az
確か に,19世 紀後半 か ら20世 紀 にかけての ア メ リカは,無 の状態か ら
成功 者 にな った石油王 ロ ックフ ェラ ー(JohnDavisonRockefeller,
1839-1937)や 鉄鋼王 カーネギー(AndrewCarnegie,1835-1919)等の
いわ ゆ る ドリーム ・メー カーの多産期 であ り,そ れ と並行 して,電 話,
ミシ ン,タ イプ ライターの発 明,発 電気,電 動機 の進 歩,自 動 車の 出現
等 に よ る機 械文 明の幕 明けの時代で あ った。機械文 明が進 む につれて,
人 間対 人 間の関係 は,人 間対機 械,人 間対物 質 の関係に取 って代 わ られ
る よ うにな った。 ドラ イサーは,こ の作 品 においてその よ うな機械 文 明
が もた らした精 神的荒廃,そ して物質社会 が引 き起 こした精神的 な堕落
とい った現 代的 な問題 を暗示 したのであ る。 アメ リカン ・ドリームの裏
には この よ うな落 とし穴 がある ことを知 らず に,そ の夢 を追 い続 けた ク
ライ ドは,そ うした社 会風潮 に白紙 だ った心 を染 め られて しまった社会
とい う大 きな歯 車の犠牲 者の一人 だ ったのだ。
『ア メ リカの悲劇』 は生涯 をア メ リカ ン ・ ドリームの渦 中 においた ド
ライサ ーの人間観や社 会観 の集大 成であ る。 また,虚 構で は ない,真 実
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の ア メ リ カ の 部 分 を 知 る 上 で も 貴 重 な 作 品 と 言 え よ う 。 そ し て,私 達 が
こ の 作 品 に 引 き 込 ま れ る の は,私 達 が 現 在,機 械 文 明 と 物 質 社 会 の 爛 熟
期 に こ う し て 生 き て お り,登 場 人 物 の 誰 か と 似 た よ う な 道 を 辿 っ て い る
か ら に 他 な ら な い 。
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